
 

 

 

  

 

 

 

 

 

地域に育ち 地域に生きる 
校長  海老原 眞 

 

今年は、お盆の期間に２つの台風が日本列島を襲い、九州から近畿地方の広い範囲で、

濁流にのみ込まれるように橋が壊れたり、強い風で屋根が飛ばされたりするなど、被害を

伝える多くのニュースがありました。その映像からは、災害の恐ろしさと自然の前での人

間の無力さを実感させられました。 

学校では、毎年９月１日に総合防災訓練が行われます。防災教育や安全教育の観点から、

避難訓練については、おおむね月に一回、急な火災や地震に対応できるよう、しっかりと

実施しているところですが、この９月１日の総合防災訓練は、１９２３年の同日に起こっ

た関東大震災の教訓を忘れないため、近い将来にやってくると言われている大規模地震に

備え行われている、とても意味深いものです。突然身近に起こる様々な自然災害に関して

は、普段から防災に対する心構えをもち、いざという時の備えを行っておくことが大切だ

と改めて思います。 

 

横浜の夏は、いつにも増して厳しかった残暑と、大気の不安定さからくる急な雨が続く

毎日でしたが、下旬には、夕方以降に吹く風に少し秋めいたさわやかさが感じられるよう

になったり、夜に耳を澄ますと、秋を知らせる虫の声がはっきりと聞こえるようになった

りして、着実な季節の移り変わりを感じているところです。 

先日の８月１９日（土）・２０日（日）には、連合町内会主催の夏祭りが港南台中央公

園にて盛大に行われました。まだ太陽が強く照りつけ、セミが盛んに鳴く中、１７時過ぎ

には会場にある提灯が灯され、夏祭りの雰囲気を盛り上げていました。公園の中央には、

盆踊りの大きなやぐらと、周りには多くの出店が立ちならび、子どもたちが長い行列をつ

くっていました。コロナ禍の中では、実現できなかった地域の行事が、力強く復活を果た

したことを喜ぶとともに、地域の方々のつながり、そしてさらには地域に住む子どもたち

の笑顔を生み出してくれていたことを改めて実感した瞬間でした。 

『地域に育ち、地域に生きる』子ども像は、学校だけでは成し得ない、とても大切なテ

ーマです。今後迎えると言われている超高齢化社会を見据え、地域において、保護者の皆

様方を含む一人ひとりの大人の目で、地域の子どもたちを温かく見守り育てていくこと

は、将来的に『港南台のまち』を『心のふるさと』にすることにつながり、まちを活性化

させ、発展させていくことにもつながっていくと思います。今後もぜひ地域の方々や保護

者の方々に教育活動にお力添えをいただくとともに、その地域とつながりをつくる、地域

連携協働本部としての『学校』にも、大いに関わっていただけましたら幸いです。 

 

長かった夏休みを終え、学校にも、子どもたちの笑顔と元気な声が戻ってきました。約

１か月強ぶりに会う子どもたちのひと回り成長した姿に、たくましさを感じているところ

です。学校ではこれから１０月に行われる運動会に向けて、子どもたちが準備や練習に取

り組んでいきます。まだまだ暑い中ですが、体調管理に気を配りながら、より良いものを

目指し、前向きに輝く子どもたちの姿を楽しみにしていきたいと思います。 
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